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屋久杉年輪中C14濃度測定によるシュペーラー極小期の太陽活動研究

Measurement of radiocarbon variations in Yaku cedar for Sporer minimum
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太陽活動により惑星間空間磁場が 11 年で強弱を繰り返す。それによって宇宙線の到来量が異なる。従って、宇

宙線によって作られる C14 量を測定すれば過去の太陽活動をみることができる。

ロシアのコチャロフらのグループがマウンダー極小期(1645ー1720)の C14 濃度を高精度(0.2)で測定したところ、

22 年周期を見出した。

この 22 年周期が太陽活動極小期に共通のものであるか調べることは、非常に興味深く重要である。

今回、我々はシュペーラー極小期(1415ー1534)の太陽活動を調べるため、屋久杉年輪中 C14 濃度測定を開始し

たのでその中間報告をする。


